
プログラム 
 7 月 17 日（日） 

 
15:10～15:20 会長挨拶 

 橋本 洋一郎 （熊本市民病院 神経内科） 

 
15:20～16:55 イブニングセミナー 「2F 会議室 A~C）」 

 
イブニングセミナー① 15:20～16:05 
 座長：国立循環器病研究センター 副院長 峰松 一夫 先生 

 『新しい国循から：脳卒中医学最新事情』 

 演者： 国立循環器病研究センター 脳血管内科 部長 豊田 一則 先生 

  

 
イブニングセミナー② 16:10～16:55 
 座長：国立循環器病研究センター 名誉総長 山口 武典 先生 

 『血栓溶解療法の問題点と遠隔地医療支援の可能性』 

 演者： 聖マリアンナ医科大学 神経内科 教授 長谷川 泰弘 先生 

 

 
17:05～17:25 山峰会年間優秀論文賞授賞式 

 
17:30～18:30 ポスタービューイング 
 座長：国立病院機構 九州医療センター 臨床研究センター長 岡田 靖 先生 
 テーマ:『脳卒中診療の「均てん化」への取り組み』 

 
19:00～21:00 意見交換会 「1F レストラン」 

 
 
 

  


	がんの地域連携パスの目的は、「がん診療の均てん化」といわれている。我々は今まで、院内パスや院内診療システムの構築に留まらず、脳卒中診療ネットワークの構築や地域連携パスの策定・運用によって「脳卒中診療の均てん化」を行ってきたと考えられる。



